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次世代LXIテスト･システム
GPIB、PXI、VXIを超えて
テスト･システムの問題を解決

近年製品テストは、ますます複雑にな
り、過大なコストや労力が発生してい
ます。このような労力を軽減するには、
テスト・システムを簡単に作成できる
柔軟性の高いアーキテクチャが必要で
す。これがLXI（LAN eXtensions for
Instrumentation）の目指すビジョンです。
LXIのアーキテクチャは、イーサネット
などの広く用いられている規格に基づ
いています。このような規格の間の相
互関係を規定することにより、テス
ト・システムの作成や構成を効率的に
低コストで実現できます。

このアプリケーション・ノートは、LXI
への移行を支援するアプリケーション･
ノートの第1弾で、システム開発におけ
る問題、LXI規格の特長、LXIによる問
題への対処方法、LXIデバイスによるテ
ストの新しい可能性について紹介して
います。
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問題の確認

さまざまな業界で、テスト・マネージャ
が共通に直面しているいくつかの問題が
あります。テスト期間の短縮、人員の削
減、ソフトウェアの専門家の先細り、開
発予算の削減、製造のアウトソーシング
（あるいは海外生産）などです。これら
のほとんどは同じ解決策を要求していま
す。それはテスト・システムを開発する
ためのより効率的な手法です。

大局的な観点

システム開発全体から見ると、「コス
ト・パフォーマンス」とは単に測定器の
コストだけを指すわけではありません。
GPIB、PXI、VXIのハードウェアが仮に
無料だったとしても、システム作成のコ
スト・パフォーマンスに影響する5つの
問題が残ります。それは、再利用、セッ
トアップ時間、システム・スループット、
システム・サイズ、将来の保証です。

再利用：すべて新品のハードウェアとソ
フトウェアでテスト・システムを構築す
るような贅沢は、滅多に許されません。
このため、多くのシステムには異なる
I/Oインタフェースやコマンド・セット
を使用する測定器が含まれています。
PC環境での測定器の接続と制御を容易
にするツールがなければ、既存の測定シ
ステムやテスト・システムでのコードの
再利用は困難です。

セットアップ時間：システムのセットア
ップには時間がかかります。特に、PC
と測定器とを通信させたり、システム・
ソフトウェアで測定器を動作させたりす
る場合はそうです。複数のインタフェー
ス（GPIB、RS-232C、VXI、PXI、MXI、
Firewire、USB、LANなど）が存在するシ
ステムの場合は、特に時間がかかります。
これに複数のメーカの複数のI/Oライブ
ラリや測定器ドライバが加わると、シス
テムの問題を解決して正常に動作させる
までに何日も何週間もかかる可能性があ
ります。

システム・スループット：時間が重要な
アプリケーションでは、1 msといえども
無駄にはできません。しかし、システム
全体のスループットを向上させるには、
単に高速なバックプレーンだけでは不十
分です。ボトルネックが発生しやすい箇
所として、テスト・ルーチン、測定アル
ゴリズム、データ転送、システム・タス
クのシーケンス化などがあります。

システム・サイズ：システムを別の場所
に輸送する場合や、フロア・スペースが
限られている場所に設置する場合は、シ
ステム・サイズが重要になります。しか
し、システムを小型化すると、機能、性
能、確度が犠牲になる可能性があります。

将来の保証：柔軟性の低い既存のテス
ト・アーキテクチャでは、周波数の上昇、
確度の向上、スループットの高速化とい
った将来のニーズを満たすことは困難で
す。遠隔地に配置されるシステムの数が
増えるにつれて、専門家がその場にいな
い状況での管理／トラブルシューティン
グはますます困難になっていきます。

現在の手法の評価

テスト・システムの作成、管理、保守の
障害となるその他の問題として、以下が
あります。

● オーバヘッド：現在のモジュラ・シス
テムでは、オーバヘッド・コスト
（カードケージ、スロット0コントロ
ーラ、専用インタフェース）のため
に、実際の測定ハードウェアに割け
る予算が少なくなります。また、カ
ードケージがいっぱいになると、シ
ステムにデバイスを1つ追加するだけ
でも、カードケージがもう1台必要に
なります。

● I/O：現在のほとんどのPCは標準で
USBとLANのインタフェースを装備
しているのに、測定専用のインタフ
ェースをわざわざ追加するのはコス
トと手間の無駄といえます。

● ソフトウェア：製品のライフサイクル
の各段階で異なる種類の測定器が使
用されている場合は、ソフトウェア
の流用は難しくなります。これは特
に、研究開発ではベンチトップ測定
器、製造ではモジュラ測定器を使用
している場合に特に顕著になります。

● 一貫性：信号源、測定、パワー、RF/
マイクロ波の各機能が必要なシステ
ムでは、複数の測定器を組み合わせ
て使用する必要があります。このよ
うな非効率性は、コスト・パフォー
マンスにも影響します。
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また、今日の3種類の主要なテスト・シ
ステム・アーキテクチャには、それぞれ
固有の以下のような問題があります。

● GPIB：これは現在でも計測標準とし
て用いられていますが、他のアーキ
テクチャよりもデータ転送速度が低
く、PCにインタフェース・カードを
インストールする必要があり、高価
なケーブルが必要であり、バスに接
続できるデバイス数が14個までに限
られます。

● VXI：このアーキテクチャは、高価な
カードケージ、スロット0コントロー
ラ、高価な専用インタフェース（MXI）
が必要です。

● PXI：上記のVXIのオーバヘッド・コ
ストに加えて、PXIでは、サイズ、パ
ワー、EMIの問題により、ソリューシ
ョンはPCプラグイン・カードによっ
て対応できる範囲に限定されます。

これらの全体的あるいは個別の問題が、
LXI規格の開発時に考慮されました。

LXIによる問題への対処

LXIは、イーサネット、Webブラウザ、
IVIドライバなどの広く用いられている
規格の相互関係を規定し、テスト・シス
テムの作成や構成を効率的に行えます。

今日の測定器の多くはLANポートを装
備していますが、LXIは、LANベースの
測定器が進化した新しい測定器群です。
LXI測定器には、「ボックス型」測定器、
モジュラ測定器、新しいシンセティック
測定器が含まれ、スペースが限られてい
る場合でも、機能、確度、性能を犠牲に
する必要はありません。また、研究開発、
デザイン検証、製造、サービスのすべて
の段階で、同じ測定器とテスト・システ
ム・ソフトウェアを使用できます。

すでに、40以上のテスト／測定関連企業
がLXIコンソーシアムに加入していま
す。Agilentやその他のメーカは、2005年
9月に第1弾のLXI準拠製品を発売しまし
た。市販されるLXIデバイスの数が増え
るにつれて、さらに汎用性が増していき
ます。
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LXIコンソーシアム

LXIコンソーシアムは、Agi lent

TechnologiesとVXI Technology,

Inc.によって最初に設立された非営

利団体です。設立の目的は、電子計

測器メーカが利用しやすいオープン

なLXI規格の開発／促進です。この

コンソーシアムは、すべての電子計

測器メーカに門戸を開いており、現

在加盟企業は40社を超えています。

コンソーシアムの詳細については、

www.lxistandard.orgを参照してくだ

さい。



LXIの基礎

LXIの中心はLANです。ただし、LXIは
既存の規格を変更するものではなく、実
証済みの規格の間の相互関係を明確に規
定するものです。これらの規格は、寸法、
イーサネット、プログラミング・インタ
フェース、測定器ページ、同期の5つの
分野にわたります。

物理的特性・外形寸法：
寸法の一貫性を確保するために、LXI規
格はIEC標準のラック寸法を使用してい
ます。システムのインテグレーションと
実装を容易にするために、各種接続の推
奨場所も規定しています（図1）。例えば、
フロント・パネルは、信号入出力と、
LAN、電源、IEEE 1588（同期）用のイ
ンジケータに使用するように規定してい
ます。リア・パネルは、ハードウェア・
トリガ、電源入力、イーサネット通信用
です。LXIモジュールは、世界標準の
EMIシールドおよび冷却仕様を満たす必
要があります。

● フォーム・ファクタ：LXIデバイスは、
広範な要件を満たすために、さまざ
まなフォーム・ファクタで実装でき
ます。現時点で最も一般的なフォー
ム・ファクタは、フロント・パネ
ル・ディスプレイとユーザ・インタ
フェースを備えた従来型のベンチト

ップ測定器です。製造や航空宇宙／
防衛アプリケーションにおけるコン
ピュータ制御システムには、コンパ
クトなフェースレス・フォーム・フ
ァクタが用いられます。これにより、
ローカル配置にもリモート配置にも
適した小形でコスト・パフォーマン
スの高いシステムを実現できます。
これらのモジュールは、通常高さ1U
～4Uで、ハーフ・ラック幅またはフ
ル・ラック幅です。LXI規格では、セ
ンサ、増幅器、フィルタ、アッテネ
ータなどのデバイスをコンパクトな
筐体に収めたものも規定されていま
す。これは、テスト・フィクスチャ
内部やリモートに配置するのに適し
ています。

● 転用：規格には記載されていません
が、LXIでは従来型の測定器からフェ
ースレス・モジュラ測定器やシンセ
ティック測定器（SI）への流用が可能
です。Agilentではすでにこの考え方
に基づいて、普及しているベンチト
ップRF/マイクロ波製品をベースにし
たSIを発表しています。従来型測定器
とモジュラ測定器に同じ測定ハード
ウェアを使用することにより、シス
テムの進化に応じたテスト・ソフト
ウェアの流用が容易になります。

イーサネット
LXIは、IEEE 802.3ネットワーク規格を
使って、実装する必要のあるコネクショ
ン、プロトコル、速度、アドレス、構成、
デフォルト条件を定義しています。

● コネクション：LXIデバイスは、標準
のRJ-45コネクタを使用し、オート
MDIXを実装することにより、LANケ
ーブルの極性（スルーまたはクロス
オーバ）を検出します。

● プロトコル：準拠デバイスは、TCP
（transmission control protocol）、UDP
（use r d a t a g r am p ro t o co l）、IPv4
（Internet protocol version 4）を実装す
る必要があります。TCPは標準のイン
ターネット・プロトコルで、ピア・
ツー・ピアのメッセージングに主に
用いられ、UDPはオーバヘッドの小
さいプロトコルで、高速伝送が必要
なマルチキャスト・メッセージング
に主に用いられます。

● 速度：規格では1 Gbpsイーサネットの
使用が推奨されていて（100 Mbpsも
許容）、自動ネゴシエーションによっ
て各デバイスに最適な速度が用いら
れます。

● アドレス：LXIデバイスは、IPアドレ
ス（サーバが割り当て）、MACアドレ
ス（メーカが割り当て）、ホスト名
（ユーザが割り当て）をサポートする
必要があります。

● 構成：準拠デバイスは、ICMP（ping
サーバ）、DHCPによるIPアドレス割
り当て、手動DNS（Domain Name
Server）、ダイナミックDNSをサポー
トする必要があります。DNSはドメ
イン名をIPアドレスに変換します。IP
アドレスが変化しても、ドメイン名
をそのまま使用できるため、システ
ム・ソフトウェアの寿命を延ばす効
果があります。

● デフォルト条件：安全のために、LXI
ではデフォルトのLAN条件が定義さ
れていて、LCI（LAN configuration
initialize）スイッチによってデバイス
をこの既知の条件にリセットできる
必要があります。
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図1 LXI規格は、システムのインテグレーションと実装を容易にするために寸法／配置も規定しています。
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プログラミング・インタフェース
LXI規格ではすべてのデバイスがIVI
（Interchangeable Virtual Instrument）ドラ
イバを持っている必要があり、さまざ
まなプログラミング言語や開発環境を
利用できます。IVI-COMとIVI-Cは業界
標準のドライバであり、測定器メーカ
が製品に添付しています。

● LANディスカバリ：LXI規格では、デ
バイスがLANディスカバリを実装す
る必要があります。これは、ホスト
PCが接続された測定器を認識するた
めに使用するものです。現時点では、
LXI標準はVXI-11プロトコルを使用で
きる必要があります。これは、VXIに
限らずあらゆる種類の測定器のLAN
ベースの接続を定義するものです。
LXI規格の将来のリビジョンでは、
UPnP（Universal Plug&Play）などの他
のディスカバリ方式が導入される可
能性があります。

測定器Webページ
すべてのLXIデバイスは、Webページを
提供する必要があります。このページ
には、デバイスのメーカ、モデル番号、
シリアル番号、概要、ホスト名、MAC
アドレス、IPアドレスなどの情報が表示
されます（図2）。また規格では、ブラウ
ザからアクセスできる構成ページがあ
り、ホスト名、概要、IPアドレス、サブ
ネット・マスク、TCP/IP構成モードな
どのパラメータをユーザが変更できる
必要があります。これらのWebページに
アクセスするには、W3C準拠のブラウ
ザのアドレス行に測定器のIPアドレスを
入力するだけです。

AgilentのLXI測定器の多くは、LXIの要
件に加えて、モニタ／制御機能を実現
しています。例えば、DMMでは機器を
設定し、測定開始コマンドを送信し、
結果を読み取ることができます。さら
に、Agilentの一部のLXIデバイスでは、
1つのコマンドで測定パーソナリティ
（CDMA、GSM、Wi-Fiなど）を測定器に
ダウンロードして測定を行うこともで
きます。ブラウザ・インタフェース経
由で測定器を制御する機能を使えば、
世界中のどこからでもテスト・システ
ムに簡単にアクセスできるようになり、

テストの新しい可能性が開かれます。

同期
LXIの特に興味深い側面の1つが、トリ
ガおよび同期機能です。LAN機能と
IEEE 1588時間同期プロトコルの採用に
より、LXIはGPIB、PXI、VXIにはない
さまざまなトリガ・モードを提供でき
ます。LXIデバイスにはクラスC、B、A
の3つのクラスがあり、実装されるトリ
ガ機能がこの順番で多くなっています。

● クラスCは基本クラスであり、LANイ
ンタフェースとプロトコル、LANデ
ィスカバリ、IVIドライバ・インタフ
ェース、測定器ページのすべての要
件と、電源、冷却、サイズ、インジ
ケータ、リセット・ボタンの推奨事
項を満たします。すべてのLXI測定器
がクラスCの要件に適合する必要があ
ります。

● クラスBには、クラスCのすべての要
件に加えて、IEEE 1588時間同期プロ
トコルが含まれています。これによ
り、リモートとローカルを問わずネ
ットワーク上のすべてのLXIデバイス
の間で、ms以下の精度の同期を実現
できます。またクラスBには、ピア・
ツー・ピアとマルチキャストのLAN
メッセージングが追加されています
（クラスBとAでは必須、クラスCでは
任意）。

● クラスAには、クラスCとBの要件に
加えて、ハードウェア・トリガ・バ
スが含まれています。これは、近い
距離にあるLXI測定器のトリガに用い
られます。このトリガ・バスは、VXI
のバックプレーン・バスに似ていま
す。8ラインの差動電圧バスで、同じ
場所にある測定器の間で5 ns/mのタイ
ミング精度を実現します。シンセテ
ィック測定器はクラスAに準拠するこ
とが期待されています。

LXIで可能なことの例として、クラスB
とAのすべてのLXI測定器（クラスCで
はオプション）は、ネットワーク上の
任意のデバイス（PCや他の測定器）か
ら送信されたLANパケットに埋め込ま
れたトリガを利用できます。1つのデバ
イスがマルチキャスト・メッセージを
送信することにより、リアルタイム・
コンピュータがなくても、ネットワー
ク上のすべての測定器をトリガできま
す。ピア・ツー・ピア・メッセージを
使えば、測定スクリプトを実行したり、
通信のボトルネックとなる可能性があ
るホスト・コンピュータを経由せずに1
つのLXIデバイスから他のLXIデバイス
にデータを渡すことができます。
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図2 LXIでは、標準のWebブラウザからアクセスできる、情報提供用の測定器ページを規定しています。



LXIによる容易なシステム
構築

他のアーキテクチャに比べて、LXIはテ
スト・システムを構築するためのコスト
と労力を削減することができます。それ
は、先に説明した6つの問題に対して以
下の方法で対処できるからです。

システム・コスト全体の削減
アプリケーションに応じてどのフォー
ム・ファクタを使用しても、LXI測定器
はシステム・コストを削減する効果があ
ります。モジュラ・デバイス（フェース
レスまたはシンセティック測定器）には、
カードケージ、スロット0コントローラ、
専用インタフェースなどのオーバヘッ
ド・コストがありません。SIモジュール
をソフトウェア制御で組み合わせること
により、さまざまな測定器をエミュレー
トでき、古いモジュールをアップデー
ト／アップグレードされたテクノロジー
で置き換えることにより、将来の要件に
も対応できます。

LXIベースのリモート・デバイスは、低
コストでポータブルなセンサ、カメラ、
マイクロフォンなどを実現する手段とな
ります。ベンチトップ測定器は、内蔵の
LAN接続により、正確でコスト・パフォ
ーマンスの高い測定器となります（図3）。
インテリジェント測定器は、ダウンロー
ドにより新しい測定機能やパーソナリテ
ィを取り込んで、さまざまなアプリケー
ションでの再利用が可能です。

既存の測定器とソフトウェアの再利用
LXIデバイスにはさまざまなフォーム・
ファクタがあるので、製品のライフ・サ
イクル全体でのテストが容易になりま
す。例えば、従来型の測定器をベンチや
ラックで使用してテスト・ルーチンの開
発と調整を行い、そのテスト・ルーチン
を等価なフェースレス測定器で使用して
最終テスト・システムを作成することが
できます。この考え方は、シンセティッ
ク測定器にも拡張できます。必要なSIソ
フトウェア・モジュールといくつかの機
能ブロックを組み合わせることで、複数
のRF/マイクロ波測定器の役割を果たす
ことができます。

またAgilentでは、LXIベースのデバ
イスと既存のテスト資産を含むハイ
ブリッド・テスト・システムを作成
するための、さまざまなI/Oゲートウ
ェイやコンバータを用意していま
す。システム・ソフトウェアをLAN
で動作させるために必要なのは、簡
単なアドレス変更だけです。

セットアップ時間の短縮
LXIはイーサネットやIVIドライバなど
の実績のある規格を使用しているので、
互換性が保証されています。このため、
セットアップの時間を短縮できます。す
べてのLXI測定器にWebページが組み込
まれているので、標準のWebブラウザを
使って、デバイスの情報を参照したり、
構成を変更したり、結果のモニタや測定
の制御が行えます（Agilentの多くのLXI
デバイスの場合）。また、LANハードウ
ェア、LANケーブル、pingサーバなどの
ツールを使って、LAN経由の通信を行
い、ローカル／リモート・システムのト
ラブルシューティングが行えます。

システム・スループットの向上
LXIを使えば、インテリジェント測定器
がPCを経由せずに相互に通信しながら
並列動作する高速分散システムを実現で
きます。システム全体の同期を保つため
に、IEEE 1588、LANベースのトリガ、
ピア・ツー・ピア／マルチキャスト・メ
ッセージング、ハードウェア・トリガ・
バスが用いられます。このような機能に
より、効率の高いテスト・システムを構
築し、システム全体のスループットを大
幅に向上させることができます。

システムの小型化
デポ・テストや契約製造などのアプリケ
ーションでは、システムが小さいことが
きわめて重要です。測定ハードウェアの
サイズと能力が制限されるカードケー
ジ・ベースのシステムとは異なり、LXI
のモジュラ／シンセティック測定器を使
用すると、測定品質を犠牲にせずにシス
テムのサイズ、重さ、占有面積を削減で
きます。

将来のニーズへの対応
LXIシステムは、2つの機能により寿命
を延ばせます。1つはインテリジェント
測定器に新しい測定機能やパーソナリテ
ィをダウンロードできること、もう1つ
はSIベースのシステムにアップデート／
アップグレードされたテクノロジーを導
入できることです。これにより、測定標
準の進化、周波数レンジの拡大、確度要
件の高度化などに対応するための労力と
コストを削減できます。さらに広い観点
から見ると、IEEE 1588クロック方式と
LANトリガをソフトウェアで変更する
ことにより、システムの構成や再構成が
可能になり、柔軟性が大幅に高まります。

LXIは、組織の将来のニーズにも対応で
きる可能性を持っています。多くの組織
ではテスト・システムの専門家が不足し
始めています。少ない専門家を、海外を
含むさまざまな場所に同時に配置するの
は不可能です。LXIを使えば、テスト・
システムをイントラネット上のどこにで
も配置できるので、トラブルシューティ
ング、リモート・モニタリングなどが集
中して行えます。
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図3 Agilent 34980Aマルチファンクション／ス
イッチ計測ユニットなどの従来型の測定器を拡張し
て、LXIクラスCに適合させることができます。



LXIによる新しい可能性の
追究

LXIデバイスは、従来のラック／スタッ
クやカードケージ・システムでは困難ま
たは不可能だったさまざまな新しい可能
性を開きます。以下の例は、すべての可
能性を網羅するものではありません。こ
れらは単なる出発点であり、LXIの使用
が広まるにつれてさらに発展していくは
ずです。

分散テスト
現在のシステムはPC中心であり、コン
ピュータが基本的な測定器やインテリジ
ェントでないデバイスを制御していま
す。PCはコマンドを送信し、待ちステ
ートメントや問合せを使って動作の終了
を検出し、すべてのデータが専用のI/O
ポート経由でPCに返されます。この方
法は小規模なシステムではうまくいきま
すが、10種類以上の測定器を含むような
大規模なシステムでは速度と効率が低下
する可能性があります。I/O接続の速度
も重要ですが、動作を成功させるには、
制御とデータの両方のフローを管理でき
る熟練したプログラマが必要です。

LXIが実現する次世代のシステムでは、
インテリジェントな測定器による分散手
法が用いられます。解析と同期の作業の
多くは測定ハードウェアで実行され、
PCの負荷が軽減されます。解析結果だ
けがPCに送信されるため、データ・フ
ローが減少します。LXIクラスBとAの
デバイスは特定の時刻あるいは他の測定
器からのメッセージに基づいて動作を開
始できるので、タイミングが簡素化され
ます。また、測定器同士はピア・ツー・
ピア／マルチキャスト・メッセージング
によって情報を交換できます。このアー
キテクチャでは、PCとそのI/O経路が、
大規模で複雑なシステムのボトルネック
となる可能性が低くなります。

長距離動作
LXIでは、LANインタフェースを使用す
ることにより、測定器とPC、あるいは
測定器同士の間の距離を長くすることが
できます。例えば、モニタ／制御する測
定器やプロセスの近くに測定器を配置
し、テスト・ラボ内や製造ラインの近く
にある既存のLANポートに接続するこ
とができます。LXIデバイスはテスト・
フィクスチャの内部にも配置できるの
で、ケーブル長を最小化して測定結果を
改善することもできます。

専門家によるトラブルシューティング
システムが隣の部屋にあっても、隣の建
物にあっても、地球の反対側にあっても、
システム開発者がその動作をチェックし
て、問題を解決できます。システムのあ
るところまで出かけていく必要はなく、
測定器のURLまたはIPアドレスを標準の
Webブラウザに入力するだけで、測定器
ページが表示されます。

インテリジェント測定器
LXIにはVXIやPXIのようなサイズの制
限がないので、システム内でインテリジ
ェント測定器を使用できます。スペクト
ラム・アナライザに測定パーソナリティ
を、任意波形発生器に高度な信号を、プ
ログラマブルDC電源に複雑なパワー・
シーケンスをダウンロードして、詳細な
処理は測定器に実行させることができま
す。

これらの測定器に組み込まれた機能によ
り、時間の節約も可能です。自分でプロ
グラムを作成しなくても、メーカが開発
したソフトウェア（およびファームウェ
ア）を利用できるので、プログラミング
時間を節約できます。あらかじめ構成を
作成しておき、必要に応じてリコールす
ることにより、測定器のセットアップ時
間を短縮できます。測定器で測定・解析
を行い、結果だけをホストPCに送信す
ることにより、大きなデータ・ブロック
を送信する必要がなくなり、データ転送
時間を大幅に短縮できます。

シンセティック測定器
すでに述べた特長の他に、SIには2つの
別の可能性があります。SIハードウェア
およびソフトウェア・モジュールを使用
して古い測定器をエミュレートすること
により、長い間使用したシステムで旧式
化した測定器をサポートし続ける労力
（およびコスト）を削減できます。また、
SIを使用することにより、既存の測定器
では不可能な全く新しい測定を実行でき
る可能性があります。

ピア・ツー・ピア・トリガ
LXIでは、1つの測定器またはデバイス
が別の測定器にトリガや情報を送信でき
るので、PCは他の高度な作業に専念で
きます。また、ピア・ツー・ピア・トリ
ガを使うことで、高価なリアルタイム・
コントローラを使ってシステム内の測定
器に精密なトリガを送信する必要がなく
なります。システム・ソフトウェアで待
ち状態やステータス問合せなどの手法を
使用する頻度が減るため、最終的には全
体としてのテスト時間を短縮できます。

タイム・ベース・トリガ
IEEE 1588のタイム・ベースのトリガを
使うことで、システム内や測定器間の測
定の同期がまったく変わる可能性があり
ます。例えば、この方法は、トリガ専用
の外部ケーブルが不要なので、測定器の
間の距離に制約されません。すべての測
定データにタイム・スタンプがつくの
で、テスト後の解析が容易になり、効率
が高まり、より意味のある結果が得られ
ます。各測定器がトリガやコマンドを待
たずに特定の時刻に動作を開始できるの
で、システム・スループットも向上しま
す。
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テストの未来への移行

LXIはシステム開発者が直面している主
要な問題を解決します。コストの削減、
システム・サイズの小型化、インテグレ
ーションの簡素化、スループットの高速
化、ハードウェアとソフトウェアの再利
用の向上などです。このような利点によ
り、LXIは現在だけでなく将来にわたっ
て有効なアーキテクチャとなります。

このような利点を有効活用できるよう
に、LXIはAgilent Openコンセプトの一
部として採用されています。Agilent
Openの強みは、単に測定器だけではあ
りません。PCの標準I/Oとオープンなソ
フトウェア・ツールにより、テスト・プ
ロセス全体を簡素化する方法にありま
す（図4）。広く用いられている規格に依
存することで、テクノロジーの進歩とと
もに、システムの寿命を延ばし、LXIな
どの新しい開発の成果を取り込むことが
容易にできます。

PC標準I/Oによるシステム通信と
接続の簡素化

システムI/Oが高価な専用インタフェー
スとケーブルを意味した時代は終わりま
した。テストの必要に応じて、I/O接続
を選択できます。多くのAgilent Open測
定器には、GPIB、LAN、USBポートが
装備されています。この柔軟性により、
現在のシステムに最適なインタフェース
を選択し、将来は別のインタフェースに
切り替えることができます。また、
GPIB測定器をLANやUSBベースのシス
テムに組み込むためのさまざまなインタ
フェース・ゲートウェイやコンバータが
用意されています。

システム対応測定器による柔軟性
の高い測定ソリューションの構築

Agilent Openは、テスト・ソフトウェア
やシステム・ラックへの統合を容易にす
るだけでなく、より高速のスループット
を実現することを目的として設計されて
います。ボックス型、モジュラ型、シン
セティックのいずれの測定器を選択した
場合でも、Agilent IOライブラリ・スイ
ートを用いれば、測定器を迅速かつ正確
に接続できます。特に、A g i l e n t
Connection Expertは、接続されているあ
らゆるメーカの測定器を検出し通信を検
証します。

オープン・ソフトウェア・ツール
による効率的な開発

Agilent Openを用いれば、使い慣れてい
るアプリケーション開発環境で作業がで
き、新たに開発言語を習得しなおす必要
がありません。キーとなるのが、標準的
な機器ドライバや、Microsoft Excelや
Visual Basic、LabVIEW、Agilent VEE
Pro、Visual Basic. NET、Visual C++、
Visual C#などのプログラミング言語へ
のリンクなど、オープンなソフトウェ
ア・ツールです。

Agilent OpenとLXIの組合わせにより、
Agilentはシステム構築を容易にし、テス
トの新しい可能性を開くためのお手伝い
をします。
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図4 Agilent OpenとLXIにより、従来のテスト資産を簡単に一体化でき、LANベースのテスト・システム
に再構築できます。
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関連カタログ

Application Note1465シリーズには、テ
スト・システムの作成、システムにお
けるLAN、無線LAN、USBの使用、RF/
マイクロ波テスト・システムの最適化
と拡張に関する豊富な情報が記載され
ています。

● テ ス ト ・ シ ス テ ム 設 計 入 門 、
Application Note 1465-1（カタログ
番号5988-9747JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5988-9747JA.pdf

● コ ン ピ ュ ー タ I / O に つ い て 、
Application Note 1465-2（カタログ
番号5988-9818JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5988-9818JA.pdf

● ドライバおよびダイレクトI/Oについ
て、Application Note 1465-3（カタ
ログ番号5989-0110JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-0110JA.pdf

● テスト・システムのソフトウェア・アー
キテクチャ、App l i ca t i on No te
1465 - 4（カタログ番号5988 -
9819JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5988-9819JA.pdf

● テスト・システムのハードウェア・アー
キ テ ク チ ャ と 測 定 器 の 選 択 、
Application Note1465-5（カタログ
番号5988-9820JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5988-9820JA.pdf

● ラックとシステム・インターコネクトの
影響について、Appl icat ion Note
1465 - 6（カタログ番号5988 -
9821JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5988-9821JA.pdf

● システム・スループットの最大化とシス
テム設置の最適化、App l i c a t i o n
Note1465-7（カタログ番号5988-
9822JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5988-9822JA.pdf

● 運用保守、Application Note 1465-8
（カタログ番号5988-9823JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5988-9823JA.pdf

● テスト・システムでのLANの使用：基
礎、Application Note 1465-9（カタ
ログ番号5989-1412JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-1412JA.pdf

● テスト・システムでのLANの使用：ネ
ットワークの設定、Application Note
1465-10（カタログ番号5989-
1413JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-1413JA.pdf

● テスト・システムでのLANの使用：PC
の設定、Application Note1465-11
（カタログ番号5989-1415JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-1415JA.pdf

● 計測環境でのUSB使用、Application
Note 1465-12（カタログ番号5989-
1417JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-1417JA.pdf

● SCPI＋ダイレクトI/O、ドライバの使
用法、Application Note 1465-13
（カタログ番号5989-1414JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-1414JA.pdf

● テスト・システムにおけるLANの使用
法：アプリケーション、Application
Note 1465-14（カタログ番号5989-
1416JA）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-1416JA.pdf

● テスト・システムでのLANの使用：シ
ス テ ム I / O の セ ッ ト ア ッ プ 、
Application Note 1465-15（カタロ
グ番号5989-2409JAJP）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-2409JAJP.pdf

● LXIによる次世代テスト・システム、
Application Note 1465-16（カタロ
グ番号5989-2802JAJP）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-2802JAJP.pdf

● RF/マイクロ波テスト・システムの構成
要素の最適化、Appl icat ion Note
1465-17（カタログ番号5989-
3321JAJP）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-3321JAJP.pdf

● RF/マイクロ波テストシステムのテスト
品 質 向 上 の た め の 6 ヒ ン ト 、
Application Note 1465-18（カタロ
グ番号5989-3322JAJP）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-3322JAJP.pdf

● システムの信号経路の校正：ベクトルお
よびスカラ補正法による測定精度の向
上、Application Note 1465-19（カ
タログ番号5989-3323JAJP）
http://cp.literature.agilent.com/litweb
/pdf/5989-3323JAJP.pdf
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www.agilent.co.jp/find/emailupdates-Japan

Agilentからの最新情報を記載した電子メールを無料でお送りします。

www.agilent.co.jp/find/open
Agilentは、テスト・システムの接続とプログラミングのプロセスを簡素化することにより、電子製
品の設計、検証、製造に携わるエンジニアを支援します。Agilentの広範囲のシステム対応測定器、
オープン・インダストリ・ソフトウェア、PC標準I/O、ワールドワイドのサポートは、テスト・シ
ステムの開発を加速します。

サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよびサポートにおいてお約束できることは明確です。リ
スクを最小限に抑え、さまざまな問題の解決を図りながら、お客様の利益を最大限に高めることに
あります。アジレント・テクノロジーは、お客様が納得できる計測機能の提供、お客様のニーズに
応じたサポート体制の確立に努めています。アジレント・テクノロジーの多種多様なサポート・リ
ソースとサービスを利用すれば、用途に合ったアジレント・テクノロジーの製品を選択し、製品を
十分に活用することができます。アジレント・テクノロジーのすべての測定器およびシステムには、
グローバル保証が付いています。アジレント・テクノロジーのサポート政策全体を貫く2つの理念
が、「アジレント・テクノロジーのプロミス」と「お客様のアドバンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジレント・テクノロジーの経験豊富なテスト・エンジ
ニアが現実的な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けします。お客様がアジレント・
テクノロジーの製品をお使いになる時、アジレント・テクノロジーは製品が約束どおりの性能を発
揮することを保証します。それらは以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係わるアシストを提供します。
● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービス・センタでサービスが受けられるグローバル保
証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な専門的テストおよび測定サービスを利用す
ることができます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネス・ニーズ
に応じて購入することが可能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト管理、その他の
専門的なサービスのほか、校正、追加料金によるアップグレード、保証期間終了後の修理、オンサ
イトの教育およびトレーニングなどのサービスを購入することにより、問題を効率良く解決して、
市場のきびしい競争に勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊富なアジレント・テクノロジー
のエンジニアが、お客様の生産性の向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測定確度の維持をお
手伝いします。

アジレント・テクノロジー株式会社
本社〒192-8510 東京都八王子市高倉町9-1

計測お客様窓口
受付時間 9:00-19:00（土・日・祭日を除く）
FAX、E-mail、Webは24時間受け付けていま
す。

TEL■■ 0120-421-345
(042-656-7832)

FAX■■ 0120-421-678
(042-656-7840)

Email contact_japan@agilent.com

電子計測ホームページ
www.agilent.co.jp/find/tm

●記載事項は変更になる場合があります。
ご発注の際はご確認ください。

Copyright 2006
アジレント・テクノロジー株式会社

March 7, 2006

5989-4371JAJP
0000-00DEP

電子計測UPDATE


